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《寄稿》

核医学における私の回顧録

⊥ 下 久　　雄＊

My　Memoirs　on　the　Nuclear　Medicine

　　　　　　　　　by

　　　　Dr．　Hisao　YAMAsHITA

Directo’・，　Keio　Cancer　Center

　話ししたい事は色々ありますが，私の古いスラ

イド・ファイルから抜き出したものを御覧に入れ，

私の歩んで来た核医学に関する思出をお話して，

責任を果たさせて頂きます．

　私は学校を出て，先ず内科学を専攻しましたが，

昭和10年に癌研に赴任し，主として放射線で仕事

をすることになってしまいました．その頃，理研

でcyclotronが動き出して，中性子線の研究にも

関与することになり，主として西川研究室に行き，

恩師の山川保域先生や三輪光雄先生（物理）と一緒

に実験をしました．Cyclotronも使いましたが，γ

線のコンタミが多いので最も純粋な中性子線を使

えるCockkroft－Walton型の装置でd－d－neutron

の実験を担当しました．その当時理研で手伝って

ドさったのは木村一治博士等でした（Fig．　D．

　しかし，中性子線の出力は非常に弱く，一日照

射しても数10neutron　radにしかならず，その

ため，生後間もない同腹仔のratの幼児を照射す

ることにして，その結果をまとめた論文が雑誌

Gannの1937年12月号5）にのりました．その要

旨をLetter　to　the　editorとしてNatureに投稿し
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たのが1938年の3月号6）に掲載されkした．当時

は勿論船便しかなくて，手紙は米国でも1か月近

くかかり，California大学のJohn　H．　Lawrence

の同じような研究論文がJ．Exp．　Medicineに掲載

されたのが1938年1月号でして，1か月早かった

ことを大変誇りとしました．

　当時cyclotronで出来たアイソトープの利用も

出来ましたが，癌研にあるラドンプラントを利用

してのRadonやRa　D，　E，　Fの実験をやり支した．

物理の三輪光雄先生との共同研究4）で，先生が物

理学的の測定をやられ，私は専ら生物学的の研究

をしました．当時はautoradiographyの文献は少

なく，よい材料があi｝iリありませんでしたが，私

の一般写真の知識から当時としては一一番粒子の細

かいプロセス乾板を使用し，凍結切片をパラフィ

ン紙上に乾燥させて，密着させました．そのよう

にして出来たautoradiographを雑誌に発表した

ものから転写したのが，Fig．2～4のようなもの

です．後で同じ頃にDr　G．　Hevesy　1）が同じよう

な研究を発表されたものを見て，Dr．　Hevesyとは

全く別個にやり，Hevesyに劣らぬ結果であること

を誇りとしたものでした．Dr．　A．　Lacassagne（仏）

（Fig．5）なども研究のライバルでした．

　Figure　2，3でもお分りの如く，　Ra　DとRa　E

のβ線，Poのα線とが区別され，　RaDとRaE

とはその半減期の相異を利用して沈着部位の異な

ることが証明出来ました．

　戦後理研のcyclotronが破壊放棄されて日本で
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Fig．3　Ra　D，　E，　F注射後11日日のrat臓器のauto－
　　　radiograph．1｛ILI夜，　ll　l：，　｝腎1よ｝奪く，　ilfii，　‖卑ltな

　　　お濃くて，大黒点（α線）が目、’／1！．）．

Fig．5　Curie研究所に才5けるDr．　A．Laccassagne

　　　（1960｛1三）．

白白φ8 SbrOe　l一

㎞
　
…
　
刷

o
●
4
0

び
O
．

o
●
4
6

60
●
4（A）1－9－　91と1自二後，3111‖1露llG（B）」－9・　9！乏1カ・月後，4日‖ll露lil

Fig．2　Ra　D，　F，　F注射後12時間．　「at臓器のauto’

　　　radiograph．　ll．1二臓は（A）の方が薄し・（Ra　D　＞Ra

　　　Eに壊変）．腎臓は（A）の戊ノが濃い（RaEのi成衰）．

Fig．4　脾臓の黒点の拡大像．　Po（Ra　F）のα線のトラ

　　　・ソクをノ1ミ寸一．

Fig．6　第1回アイ’ノトープ会議で来目された

　　　Dr．　C．　Dunham（1956年）．

Presented by Medical*Online



核医学における私の回顧録

のアイソトープ研究など思いもよらないことにな

ってしまいましたが，昭和24年（1949）に米国よ

りの輸入がはじまって，脚光をあびることになっ

たことは皆様御存じの通りです．

　当時，私は国立東京第二病院に勤務していたの

で，国立病院でこそ，アイソトープの医学的応用

をやるべきことを主張し，当時国立東京第一病院

におられた宮川正先生と共同で努力し，その配分

が受けられるようになり，その実験室を東一，東

二に作ってもらいました．非常に少ない予算で，

小規模なものでしたが，それでも戦前には考えら

れない程の大量のR．Lを利用することが出来る

ようになりました．そしてR．L利用は各分野で急

速に進展しました．当時R．1．の輸入は米国AEC

より，科学技術行政協議会（STAC）を通じてでし

たが，幸にSTACと厚生省との好意で，米国に

視察旅行に行く機会が昭和26年に得られました．

当時は未だ日米の講和条約の前で，米国に身元引

受人が必要でしたが，J．　H．　Lawrenceが引受けて

くれて，主としてDonner　Laboratoryに行くこ

とになりました．約6か月程でしたが当時のR．L

研究の実情をよく見ることが出来て，R．L研究施

設を作るのに大変よい参考になりました．先ず，

Washington，　D．　C．にある　Federal　Security

Agencyに行き，米国内旅行の許可を貰わねばな

らなかったのですが，そこで，Dr．　P．　S．　Henshow

に会いました．Dr．　Henshowは終戦直後G．H．Q．

の東京本部に来ておられた方でしたが，私のうに

の実験の研究ライバルでもあったので，すべてが

好都合に進みました．そして，Washington，　D．　C．

の市内を観光したらConnecticut　Avenueに

A．E．C．の本部があるのを知りました．そして何

の紹介もなしに訪ねて見ましたら，Medical　and

Biologica1　DivisionのHeadのDr．　Charles　Dun－

ham（Fig．6）が会って下さいました．そしてR．L

を分与して頂いているお礼を申し上げ，今回の渡

米の目的を話しましたら，米国内の多数の優れた

研究施設を教えて下さり，すぐに各所に電話して，

沢山の紹介状も書いて下さいました．そして20以

上の施設を見ることが出来ました．今から考える

617

と，数施設を除いては実に規模の小さいものでし

たが，それがまた日本的に考えてよい参考になり

ました．

　次にその訪米のときの思い出の写真を幾つか御

覧に入れます（Fig．7～14）．

　戦後のR．L研究は理研で作って頂いたGM－

counterやLaulitzen検電器にはじまったのです

が，最初に輸入して入手したNuclear　Chicagoの

scintillation　counter（Fig．19）でも随分色々の研

究が出来ました．

　Oak　RidgeのOak　Ridge　lnstitute　of　Nuclear

Sciences（ORINS）には，1951年（昭和26年）山崎

文男・吉川春寿両先生が私より1か月前に行かれ，

私の後では寛弘毅教授，津屋旭教授，藤田順一博

士等が相次いで行かれ，その後は更に多数の方が

行かれました．私も何度か訪問しましたが，最初

の訪問のときに直接案内して下さったDr．　G．

Bruner（Fig．7）もアイソトープ会議や原子力

Forumの会で日本にも来られました．　Dr．　Over－

man（Training　DivisionのHead）（Fig．8）Dr．

Aebersord，所長のDr．　M．　Brucerも日本に来られ

ました．Dr．　M．Brucerは持病のmultiple　myeloma

のために，早くORINSを引退され，気候のよい

Tucson，　Arizonaに転居され，爾来，　Arizona大学

病院で核医学診療を担当しておられます．その頃

からvignettesに毎号寄稿しておられ，20年余り

になります．1968年にお宅をお訪ねしました

（Fig．18）．車椅子生活でしたが，先生の活力には

敬服しました．Vignettesを出版しているMal－

1inkrodtの名をとったSt．　LouisのWashington

大学のMallinkrodt　Inst．　of　Radiologyは当時か

ら注目されました．そこでお会いしたのはDr．

M．D．　Kamenで，先生の著書2）は当時は新しく，

実験中の先生とお話して色々と教えて頂きました．

その時のワールブルグの実験装置を持った写真を

供覧します（Fi9．10）．その頃Los　Angelesの

California大学医学部は建設中で，　San　Francisco

とBerkeleyとが中心でした．大学病院はSan

Francisco市内にあり，当時の放射線科の主任教

授はDr．　R．S．　Stone（Fig．12）で，　Neutron　therapy

Presented by Medical*Online



618 核医学　20巻5り・（tg83）

Fig．70ak　Ridgeのlnstitute　of　Nuclear　Science

　　　玄関でのDr．　H．　D．　Bruner（195Ul9．
Fig．80ak　Ridge　Laboratory，　Training　Centerの
　　　Dr．　R．　T．　Ovcrman所長（1951イ1り．

Fig．9　Malinkrodt　lnstitute　of　Radiology，　Washington

　　　University（St．　Louis）．

Fig．11 Dr．　B．　V．　Low－Beer（1951fl三）．　University

of　Calif．　Hospitalにて．

Fig．10 ワールブ・レゲ装置を持’1たMalinkrodt
lnstituteでのDr．　M．　D．　Kamcn（1951年）．

Fig．12 Dr．　R．　S．　StoneとDr．　W．　W．　E．　Chamberlain

Univ．　of　Calif．　Hospitalにて（1951年）．

でも有名で，Los　Alamosの研究所とも関係をも

たれ，当時は，医療用のsynchrotronを院内に持

っておられまし．た．助教授はDr．　B．　V．　A．　Low－

Beer（Fig．11）で，彼の著書3）は当時としては最高

のものでした．先生はその後，間もなく亡くなら

れ，それ以後はお会いできませんでした．

　Dr．　John　H．　Lawrenceはcyclotronを発明した

Dr．　E．0．　Lawrenceの弟さんです．　Berkeleyのキ
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Fig．16　Dr．　Angerの初期の実験装置（1951年）．

　　　　　一
Fig．15　Dr．　H．0．　AngerヒScinti－cameraの1号装置

　　　　（1966｛ド）．

Fig．17 Dr．　H．O．　AngerとScinti－cameraの試作装置
（1960fl三）．

Fig．18 Tucson、　Arizonaのお宅を訪問した時の初代の

ORINS所長のDr．　M．Brucer（1968年）．
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620 核医学　　20巻5号（1983）

ヤンバスの医学部の中央にあるDonner　Lab．

（Fig．13），即ち，　Medical　Physicsの研究所の所長

です．決して大きな建物ではありませんが，世界

一のsynchrocyclotron，　Bevalacなどを保存し，

沢山のannex　buildingがあって，　R．L　Laboratory

としては矢張り，米国一，否，世界一でありまし

よう．1951年最初にお会いしたときとの写真を供

覧します（Fig．14）．　Donner　Laboratory，　Bekeley

は今はLawrence　Berkeley　Lab．と名称が変わり，

物理のDr．　C．　A．　Tobiasが現所長です．1951年

に初めて訪問したときに，印象深かったことを幾

つか挙げますと，一人で数台のG．M．または

scintillation　counterを使って研究しているので非

常に能率的で，しかも，automatic　sample　changer

が使われていましたから，日中に作ったsample

の測定結果は夜間のうちに無人で出されてしまい

ます．実験装置は枠に組みたて，hoodやglove

boxの中で実験が行われる．　gas－flow　counterも

珍しく，これは持ち帰って45Caや14Cの実験に

使用しました．一番印象が深かったのはDr．　H．

0．Angerの研究でした．　Figure　16はDr．　Anger

とscinticameraの1号機で，これが出来るまで

には色々の基礎実験がやられました．何度かお訪

ねしたので，その進歩のあとが分り，素晴しい成

果に驚かされました（Fig．15～17）．

　私のR．1．研究ですが，総括してお話し致しま

す．当時慶大の助教授を兼務しており，R．L研究

室を整備したかったのですが，学部全体としての

戦災復興に大童で，R．Lなど新しいことは全く相

手にされず，医学部全体で臨床上に応用できる

scintiscannerが一台あっただけの時代が長く続き

ました．東二には小さいながらもR．1．棟が出来

ていて，藤田順一，倉光一郎両博士等がそれを引

き次がれました．昭和33年から癌研の部長となっ

て，ここにも小さなR．L室を作りましたが，大

きくなったのは昭和38年以後です．

　R．1．研究の成果は学会の特別講演，シンポジウ

ム，アイソトープ会議11）などで話しました．厚生

省の学術講演会（昭和30年）の特別講演7）内科，

内分泌学会合同のシンポジウム｛昭和32年）10）な

どが代表的なものでした．著書としては，R．Lの

医学的応用（医学書院，昭和28年）9）やCo－60療

法（金原出版，昭和36年）12）などがあります．日本

医学会総会（昭和34年）13・14｝でもR．Lに関するも

のを話しました．甲状腺機能充進症の治療t4）につ

いては，当時から一緒に仕事をした木下会長が話

されますので，省略しますが，その時にやった，

眼球突出に関する研究，精神症状の分析などは独

特のものだったと思います．当時はR．Lの入手

量が不十分だったので，少量分割投与によったの

で，副作用が少なくて，却って治療効果が高かっ

たのだと思います．甲状腺癌の治療15），特にその

アイソトープ内服療法を行いましたので，その結

果を御覧に入れます．100mCi以上を投与した症

例が10例あり，肺転移や骨転移例でして，5年生

存例もあり，当時としては世界的にもあまり例が

ありませんでした．

　私の慶大在任中にR．L棟を作る計画をし，本塾

および医学部内の同意が得られて，1970年に7階

建の建物を作ることが決定されたのでしたが，oil

shockで中止され，それがそのままになって実現

しませんでした．今度，塾の125周年記念事業と

して，医学部大改増等が計画されていますが，そ

の中に本格的のR．L棟が大きく取入れられる事

を希望しています．

　私の在任中には慶応がんセンターの独自の努力

でR．1．施設の拡充を計り，小さいながらも核医

学棟を作り，

　1）5吋対向scintillation　counter（東芝製）（Fig．

20）．

　2）　64channel　computer付scintillation　counter

（東芝製）（Fig．21）とscinti－camera．

　3）Whole　body　scintillation　counter（東芝製）

（Fig．22）．

　4）scinti－view　camera装置（Searle　Radiogra－

phics－Siemens）（Fig．23）．

などの装置を購入し，パンク寸前の核医学診断が

行われております．

　癌研の新築のために，1960年（昭和35年）に欧

米に1か月の視察旅行をし，慶大よりの海外出張
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最初のMedical　scintillation　counter（Nuclear

Chicago）．

騨

Fig．21　　64　channel

　　　　　　（東芝）．

computer　scintillation　counter

Fig．23　Scini－view

　　　　　　Siemens）．

camera　（Searle　Radiographics一

Fig．20　Double　headed　scintillation　counter（東芝）．

Fig．22　Whole　body　scintillation　counter（東芝）．

Fig．24

一
Lr

Royal　Marsden　Hospital，　Londonにおける

Dr．　G．　E．　Adamsヒ大型computer（1973年）．
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Fig．25　Deutschcs　Krebsforschungszentrum、
　　　　　　　　berg刊｝L日虫）．

Fig．27

’L’ltS＄、a－pt　r’」」

．一

　　　　廿

t

　　　　　　　　　＿■nt門

1［」」
　　　　　　　　
田s，：工吉　吉」　　〆一　＿

・
」

Heidel一

＿．一一d■■窟

　　　｛覇

一＿ノ「

三r製雪■il1『‘’t：

，「L一
一、一 T●

．　　　、鵠」

Dcutschcs　Krebsf（、rschungs／entrlm1の原r’炉．

Fig．26 Dr．　A．　Scheer㍑（身、t糸泉｝召～⊥ミヒf：ノ、（1973｛「）．

Fig．28

＼

Deutsches　Krebsf（、rschungszcntrum　R．1．医薬
ll lii’周｛IU方匝∬儂ぴ）　・剖～．

Fig．29　Deutsches
　　　　　　　　tron．

Krebsforschungszentrumのcyclo一 Fig．30 Deutsches　Krebsforschungszentrum

computer川973｛干）．

ぴ）『ノくJVI｜！
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Fig．31 John　Hopkins　Universlty　Hospltalの核医学

部長のDr．　H．　N．Wagller（1973年）．

Fig．33 M．D．　Anderson　Medical　Centerにおける
R．1．医薬品合成室の．音1～（1973年）．

Fig．35 Gustave－Roussy　Institute放射線部長のDr．

M．Tubiana（1960年）．

Fig．32

Fig．34

John　Hopkins　University
computer（1973｛1こ）．

Hospitalの大型

M．D．　Anderson　Medical　Centerの核医学部

長のDr．　H．J．　Glenn（1973年）．

Fig．36

t

新設のGustave－Roussy　Cancer　Institute（1981
年）．
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624 核医学　20巻5号（1983）

で1973年（昭和48年）に比較的長期に欧米に行き，

色々の処を見る機会があって，R．L施設も多数見

ましたが，そのうちで特に印象的だったところを

挙げると次の通りです．

　1）大型computerの研究をしているRoyal
Marsden　Hospital（London，英）の　Dr．　G．　E．

Adams教授（Fig．24）．

　2）小型原子炉とcyclotronとを保有し，短寿

命核種によるR．L診断を行っているDeutsches

Krebsforschungszentrum（Heidelberg，西独）放射

線科部長Dr．　A．　Scheer教授（Fig．25～30）．

　3）大型computer導入を積極的に研究してい

る，John　Hopkins　University　Hospital（Baltimore

Maryland，　U．S．A．）核医学部長Dr．　H．　N．　Wagner

教授（Fig．31，32）．

　4）短寿命R．Lによる合成実験室を保有する

M．D．　Anderson　Medical　Center（Houston　Texas，

U．S．A．）核医学部長Dr．　J．　C．　Glenn教授（Fig．33，

34）．

　5）Institute・Gustave－Roussy癌研（Paris，仏）放

射線科部長Dr．　M．Tubiana教授（196C年）（Fig．35）

と新築の同研究所（1981年）（Fig．36）．

　これ等はもう可成り前のことになり圭すが，し

かし，なかなか追いつけない素晴しいものでした．

日本でも小型cyclotronでの短寿命R．L生産が診

断に直結して利用されるようになり，computerを

応用したR．1．診断装置も盛んに使用されるよう

になって，安全で精度の高い核医学診断が行われ

るkうになったことは今昔の感にたえません．

　私の核医学研究の45年を回顧し，その一端を述

べ・長した．真に取りとめのないものになりました

が，最近における核医学の進歩は素晴しく，御同

慶の至りで，私もその揺藍期から長期に亘’、て関

与できたことを好運だったと思います．

　今回この栄誉ある学会の名誉会員に推挙して頂

きましたことは，本当に光栄の至りで，本日特別

講演をさせて頂いたことを，会長はじめ，皆様に

心から御礼申し上げます．
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